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主な内容
0数 南時81 自 山県高喜学校長協会 会 長 加 藤 ― 郎

0元 気な地域づくり活動を行う人材の高成及び支援事業

平蔵23年度 「学gぅ !″京るさとネ来J支 距事業
0文 部科学省 「平成23年度解用権定敦科用図書J公 開辰示

2

3

0特 別展 「菖山県小 中 学校体市14J年の歩みJ ― ―十一―…―…―…―…………………………………

恒何辰 「第2回 児童 生 徒によるものづくり展J

0「 きらめ言末来理J 思 考道場 お 実い道傷 右 脳落用追場
「欝9回 さんすうワールト展 ― クイズな′ヽズルーj
O第 21回痴上の4t贋顕彰者 ● 困川 義 正   ● 椎名 道 三

●竹平 政 大郎  ● 継続願彫者
Cl恒例辰 「第8回 子ともの目 自 然不8諒 発見写真展J

６

７

８

特別察「富山嗅小 中 草4t椋育 “0年の歩みJ 第9口  さ んすうワールド展

思を道場 瓢 山仁先生スペシャル公開授業
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団目回副

「堀"b諸 で ―すべては君の町りたい」から始まる一

宮山県高等学校長協会

会長 加藤 一郎

J然科学という基本的な学問体系を考えれば肖燃

のことかも月れない.出 発的な探究心の向かうと

ころがとこかを示唯しているようにもはわれる。

大半入試のIFtllの中では 高 校生の 「知の世界]

のイメージ形成において央秋日のウエイトが高い

と雑測されるが 大 学さらには一般杜会における

141の世界Jと のギャップが大きいところにJ題

があるのではないかと改めて考えさせられた。

また 今 」特ルに占lL教・rt先生 (徳山県出身)

に 「ビック ボ ックスJの 愛絡を持つ斬断な校

令を案内していたたいた l捕 虐ての2桝 を高さ

30mの ガラス振り空仙i「アトリウムJで 緊いでい

るモダンな枚舎には庄側された。経究潮 lに専念

できる別郎「本能出Jや400名か収容できるLt堂守

充突した施設 設 備が生徒たちの探究活動 文 化

活動をようIrll化していることが実感された。一

方で ア トリウムも竹rlされた4‖ で夏の協とが

日え雑いこと 体 青施設が資対なこと等々 問 題

点も多いという活七略くことができた。

荒瀬児己FHl均Ⅲ愉 機長は 全 国で最もよく知ら

れた高校民の一人である。新生昭川高按の種生

成長物f=は 材 F】「奇跡と呼ばれた学校一回公立

大ヤ合格者抑倍のひみつJ(制 日新■)に 詳しい。

段商 (10年)京 ni付教育委員なrr導上J(3年 )

幾頭 (5午 )核 長 (0今 日)と 立llsは変わりな

から 月 りの人々を巻き込んで 新 学科新機合が
一体となった先進的な明川高校を創めにげ 市 て

てきた情熱溢れるストーリーが 叫 晰かつ|キ的な

k昨 で糖られている。もう
一人のヤ役者 川 浪副

後長には 昨 年付山県に来ていただ言 3時 Funt

わたって明川h片校のすべてを討ってもらった.嘘

染はltF倒 されていた記はかある

今いの訪日1をとおして改あて城"高 校の改ヽ村

‖ ‖H題提起 よ 欲的な教台央蚊から学ふことは

ラいとはく感じた次第である

タイトルの 町 川 Jと は ,(怖 liヤ掛lⅢ所専

ツ44のことである

た「 述 ればせなから こ の学校を訪‖する機

会があり 限 られた時ranではぁったが マ スコミ

守ても 「踊川の奇弥Jと に伝され今■からi訪‖者

の絶えない高機の様子を4按 tL出し ll感するこ

とができた 奇 跡の紹結 あ るいは 魅 力の根 14

は何なのか そ れを「探究Jするのがねらいであっ

た。

蜘ⅢH両校のは力の第
一は 何 と千つても全日ll

の探究科のけH設とその敵欲的な幾市央段にある

推究科がスタートしたのは1999年のことたが そ

の動向は常に注Fを 浴びており 今 1!度探衛 1学

科をFnH72した本rtを含め多くの府,(で 「探究J的

なヤ千干やコースの導入が“iわれてきている

今●の前ド村では 人 間探究科 r然 探究I14ク

ラスの令イに従が 11:■ に比ネ鷲究溝助の成果を

ボスターセッション形式で発表する 「ffttFt俺付|

究ケとま食Jを 参観することができた す ぺてが抽

人研究であり 「同蔽りのfu道上発的解釈J「仙安

寸イf庭に贈された西洋投法J「0● 系"子 の研究J

「恐怖を分類するJ「趣新'シ ミュレーション〕

守々 165に及ふテーマと研究内容は ど れもか

こちらの知的47奇心を喚魁する川激的なもので

あった。生従市君は こ こに千るたゆみない探究

のプロセスをとおして 「受けとる力 考 える力

神1断する力 表現する力Jをサにつけるとともに

課地の究党 設 定と解決に取う網1むft力を荘った

こととはわれる 片  ヨ 信にr●ちたいいえ 1ヽをし

ていた

ところで そ の115のテーマを●Lると 門 校 6

教科ていえば 1担科と地雄 公 民犯 アの内rlが大

■を古め 純 粋に数学的 共 市171なものがほとん

とないことに気づく。(国市はその中‖.数 学せ

ミもあるが 数 学を手rlとしてl.用したテーマば

かりであつた )これ1ま大ヤにおける人文キ1会

ジ
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極辱醒羹卿副醸醍動B |"● 対女■ i■ こ巧 四印●)

一 将来にわたつて ふ るさとを愛し ふ るさとに誇りをもつ子どもの高成を願い

地域と連携して「ふるさと学習Jに 取り組む学tEを支援します ―

4'に サit教イiな,1よか|)↑イヽヤ| 5々 61■ こ配liされた |えるさととやまの人物ものがたり を 近

して 「ふるさと欺市|"||十 どれたこともあり 平 成17■に,さ った本■【ψ"いし込みかi:iちの13

性になりました そ ,〕 力ら11ドのう技を送ひました

てきる■ともをriてる
一'し'ギの||とを417Jし  人

Fるさとに市,りとえ十iをもら t ll打ヽに1:きる
そどもの市成

人やtい との!|かなうかわ'を迎して

朝日町立あさひ野小学校

立山町立新瀬戸小学校

宮山市立大久保小学校

高 岡 市 立 博 労 小 学 校

高 岡 市 立 木 凛 小 学 校
地性
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kキF千1,4作ては 中1くり)敗キl■にヤ|する川亡“こ1さえ 投 キ1■

へのi町|を11ねするとともに 投 ■|■粒,[へのより 11のコl句|

にll'るため ■ 式31Ⅲ=から数十Htt X■駈定によ‖こ)1!i)さ中

市」H11■いを‖‖と枚に‖rir j眠攻を公共しています ■ 1中とは

い)に Hintt“」“ⅢlH‖ルtホしました (↑叫S向所のF 場ヽい

1■,こコ )
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「富山県J ・ヽ中学校体育140年 の歩み」
4月 23日 (」L)～5月22日 (日)

`ン4 ,■末

律々 "ヽ手''=、

評
み  |=,1

■ 【ヨ ″“ !nH
■ ■4■ ヽt

l l i i e雲

ⅢⅢ代の要fちや r,1たちの十■

IR内の先Jモ,方 そ`の1コい■

′ヽイルととホしました

ヒf

W,|、‖】Jか ヽ今| に11るよて ヤ | 体々fi力`

いた|ヒとともにとのようにた進してきたのか

の■みを綱命‖ケtさオヽ 名t哄を‖ rにまとあ

〓
一

‘

】

一
　
】
す
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『児童 ・生徒によるものづくり展」
6月 18日 〔土)～フ月10日 (日)

櫛山小学ltの卒業生です 「逆上がりJが できなくて悔しい思いをしたこと 「すあがりJが てき

るようになりたらしく国llみに獣権に向かつて枚全を駆けたしたことなど半世紀前の出来事を懐か

しく思い出しました

りitPJの小 可■十枚およびⅢ‖十11ては [キた的 刊 作的 f比Ⅲ的な作‖の理14■こlRり11んで

いるところも多く 款 付|せ念nヤては そ のたよの明としてい年から |ものづくり七せ|を‖‖れにし

ています ンか午t SOI〔tll l‖か11せヽイliし た 水 14イは ‐つ rン)作‖ヽをしっくり焔!とし

そのⅢ ⅢⅢク)夕r夕さとft術い,|さには夕8して, まヽした

革 EH高 I

埼揮平|
理ヽ

Ⅲl l



お笑い遭場

irm l比 Ⅲ Ⅲ さ 出 さ
( k t l  lや

息考道場 ス ペシャル公開授業

i品“1 1 1  1  イ|

1ン十ヤ 'i tヽ十“|十"十IⅢⅢⅢⅢⅢⅢl!|

電

右隅活用道場

i品“| ,ュしツ)  t

i l  ヽ 1 !宝Ⅲ

子どもたちの創迫力や表現力 来 執な思考力

を雄うことをねらい 各 分野の第一人者をltr師

に招き =休 み11に3つ の道場を,H催しました。

5月末に県内を小 中 学校にチランを配布し

希望者を募lt どの講座でも 参 加した子ども

たちは ,こ気にさまざまな活動を楽しんでいま

した 中 には来年の予約を申し入れる子もいま

した。確かな手応えを嬉しく思います。

思者道場

,H句市市「いuに■11 ,↓■村 ■
ⅢIはIⅢⅢ l ,ⅢⅢ●'「 ⅢA!“ )

「供たらの2体み‖‖神いに J附ギャラリーでtl

数のクイズや図レホズルを出示しました。前れた

人たちは ,!「 やたと同■て熟,E‖こ取り州1たてい

ました.
|■ニ

さんすうワ,ルド属 ―クイズ&パズルー
フ月23日 〔土〕～9月 4日 (日)

■|15)



落産業に革命をもたらした
家畜人工繁殖研究の先駆者

西 "t 義  正

【191‐ 1蝉 )

救民の信念で新口開拓に尽くした
土木工事の鬼才

権 名 道 三

“詢 ～1忠詢)

西"角 正は 大 正2年 (1913)3月  宮 山環上市

町で口お真をと6西 日与tr80 6男 として生まれた。

昭和元年 (19西)IBt宕 山中審  1848喜 攻たつ

た塩この磁●でIEVlな山高校理科に進学 多 くがほ

学を意す中 好 =だ つた勧輸の研究を選んえ

昭和,1年 0的 )東 京帝国大学連学部欧医学科を

事業 西 〕与―郎とな手緑組 赴 任した農林省済鹿

瓦験場で 生 達のテーマとなる人工捜格や東鷺生理

の研究に取り組み始めた 当 監 家畜人工授情に関

する研究 技 術はまた格瞳期にあり 福 めて原始的

な方法が知られているのみで そ れも普及段階には

なく ほ とんど来如の分野であつた 西 "によ 当 時

の観察中心の研究とは一像を画す実験的な手法を自

ら間発して研究を進めた こ れらは雷産学に全く斬

しい分野を開括するものであり 現 代の生殖 免 震

学けにも多大`,擁 を及ほすものであつた

昭和2フ年 (190)学 椅研究の国際社会へのtR帰び

8Bめられ コ ベンハーケンての日藤家憲宗鷺会由に

出席 年 輌子凍お保存成功報告に懐れるやその実用

化研究に没強し 独自の一貫窺 鄭酷 系を確立した

それはほ壇した0秀 苺年の範用による体橘 体 型の

と一イヒ 遺伝的不良因子 生 殖鶴伝策病等の頼絶

完全駆速をヨ成するものであつた 昭和受年(195カ

京都大学ほ学部家畜索聴事務座の初代按授に就任

軟言にも力を尽くした。昭和30tF 09口 )に は 先

理的研究が潔められ日本学士院質を受けた.

昭和51章 0971)退 官と共に続われて帯広首産大

学学張を務あ 自 らの研究を通して得た人析を生か

した滴外の大学 研 究観闘との交流に力をといた

増徴は世界にも躍められ 昭 和"年 (197)に は世

界お産学会会長に鷲仏 また昭和59f(1取 )1,局

には な おに自逓しことの縁いから意山女子短期大

学学曇をヨき受けている。平成6年 d理 )2月 2'日

兵虐RH厘 市内の自宅近くで散歩中に交通再故にE

いな首 手 f80trあ つた

今日 日 本で震生する乳牛 肉年は年0220万 頭

ほとんとすべて西"」 開発した人工捜椅衛によつて

おり 0良 年である 特 に 役 午しか存としていな

か,た 昭和蜘時代のわすかな時癌に ほ ぼ完全に全

国規標で内用和牛への転換を成し得たことは 世 環

的に見て奇跡とをつてよい 今日の世界の薔産業は

酉"の 研究 接 術開発によつて自林的制約 非 効率

から解放され 近代産業として成り立ち得るにいた,

たとをっても過言で1とをしヽ

専円員 中 村 啓 志

桂名道=は  受 政2年 (17901中新川効 林ヽ村 (現

翔 Ⅲ市)の 十村窯 宝田宗=廊 の家に生まれ □ ■

下帥 BI大廠村(現魚津市)の権名道山のな子となる。
幼い頃より蚊学に才を実舞していたという 新 川地

方は 大きな"の 流れで作られた河津段とが発連し

高台は地味に肥えてはいた爪 米作りには決定的に

水が不足し 広 大な荒れ地となつていた 道 三は
相次ぐ81は,苦 しも人々を取おうと 近 くの日に15

撤で用水を引き 文 `傍年 (1鞭 ),確 の時 六 橋村
押場峠への言水に成功し 上 押18に 4町 S震 を開し`

た こ れよ 道この最初の本格的な開拓であつた。

文亜 年(1823)2境 で権名家を格帆 道山を名環る。
文取8年 8825)そ れまでも険しい部 から実験び
続く宝山野8Bhに な手し こ れをわすか2年で発危
土木技怖者としての名声び一気に高まった 天 保〕年

中捜 )に盛第に家言をまり 費日村宇永口(環抑 Hお)
のちの熊林栂に転居し 以 後 道三を名泉つた

天俣熊  (143う 0毎 “ 鷺 納 左岸の十二■野岡括
を加質岳より0し られる 本 蒜との高低連の激しい
この合地への引水は 黒 藤快谷の断産砲霞を江々と

切り開く盛工忘となる。しかし 天 保'い 0霞ゆ 5

月にお工すると 24F刀 には早くも宇奈日谷から別
所までの内20姉におk天 保12年 d34)0月 に取水
日の尾/沼 谷までのも 姉を完成させ の ちに内抑∞

石にも汲忘新口開発の焼格を開いた 谷 "や ■解け

水の利用 余 劇水やわさ水を集める巻江。こ配な翔
■をもとにした丁場と呼ばれる工区督転 用水のほ

持を考慮した多くの懐占 水■の多少によらない公

平な分水の社組み。サイホンの原塵を利用した用水
の谷題えなど 「血の一病Jと まで喩えられる水を撫

取にしないための道=の 知題と技術が泉杓されてい

た 多くの困選を巧みな災 事で克腰する種に人々

は属行し 「鬼神の養Jと まで言うものがあつたとい

う。そのほかにも 東 福寺野 (洵 H市)砂 林隅 (上
市町)な どの同拓や舟協野用水 (■山市)の 改伝
加演お内の河"や 観拓予定地の濁登 立 山地承谷の

利■ さ らに 黒 勧 Ⅲ■前の黒疑ヨ環からの引潟n
査などを行つている 安 醜 年 (18r74)鴻 為中に

4P A 翌 年5月 壊 林和う建 で窮ゑ 享年砲亀 ■
=が かかわつた88拓地は 面 積拘1抑 町歩 ■ 寓わ
1万石 村 数杓コ航 れ,m戸 といわれ 今 もなお

■かに作輸を実らせている 大 きな功由にもかかわ

らす私筋を肥やすこともなく 生 茎を通して人々の

くらしをとかにする新自開拓に尽力したその生=方
は 「泉海道に二官専俺あツ北隆に指名おこありJと
も称せられ 今 なお県内の第土執言散材に散多く取
り上けられている

専向負 本 村 雄 宏

υ

ツ
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優れた先見性と技術革新で 顕彰される郷土先賢者
地域産業の振興に尽くした人

政太郎

( 1 的
～
細 )

“平政太郎は 崎 お41年 (iヨ抑  西 電まtF福田拘

主 眼 高働市)に 小作法の父六左衝円の受男として

生Sれ た り ヨヽ校 5年生の時 父 が僣金を残し突客

お完したため ― 家の大黒たとして程作業に助み

小■校車まと同時に地元の窺器を色所に喜公するな

どき労を重ねた 少 年の日の政太郎は 宮 しい争く

の対人が豊かになる的ご口ぶ地元にあれはど強く撤

うようになつた

昭和3年 (1卯 )コ 抗の時 竹 子を色所として独

立し 「より品質のよいものを 真 に価値のあるもの

をJを モットーに真剣に取り組み さ ぱ==れ ない

まどのを文を受けるようになつた 一 方て こ の頃

すで11アルミニウム時代の列索をいち早く予想し

アルミ加工巨術の研究を行つていた 昭和 4年中9")

竹早製作所を費立し ア ルミ岳道による塩や奎の盟

述をおりた

昭和134r Ⅲ蜘〕 域崎猛合により北陸露金察株式

会をが餓立され 竹 平は役貫とをつた 様 々な囲柏

を受廠して ア ルミ板の圧廷ブレス加工をヨ入し

北14に金属をアルミ製日用品分野で全国生産■の

17qllを占めるトップメーカーヘと躍進ごせた

昭和35年 二 橘アルミニウムエ共株式会社 (境三

橘立山アルミい)を 設立した 「=協 Jの 社名は 「地

元 得 承先 在 業員Jの 3者の協力のもとに会社の

発展を目指すことを掲げたものである 篤 ―,商 品
「サンキョーなぺJが安価て品質がよいと大ヒットし

』芸 1年にして売り上げ3ほ 21∞円 従 業宮四百敵

十六というll lに成長した ま た 昭和37年 (1%2)

,ッ シエ場の連設にを手 神 奈"点 の集合住宅団地

に債閉するサッシを受注し拒局を高めた 昭 和44年

0印 )に は 言 山擢金属工芸を設立し 地 元古山

でアルミ騎鎮から加工までを一資生産する体制づく

りに男め 昭 和車年 (1唖 )売 り上げ1●45ほ円征空

員激知的人の車界トップの町上を不動のものにした

“平は よ りよい製品閣発と10年先こ読んだ軽宮

幌電にまついたI喝 建設に次々と取ワ組み 高 岡ア

ルミ礎合を地イヒ‖想を推進し 安 心して輸けるな場

を地域にもたらすことを成し達けた ま た 高 □高

■ビルの建殺や瑞樋寺抽藍の複元等多大な地項目献

をしている こ れらの功相から勲2寺 F・宝章 高 同

市名誉市民のIIT号等を費ましている 平 成15年6渇

2]日逝去 事 年功続 地 域産業の編策に尽くした生

産であった

専門昌 北 "喜 秀 福 田 暁

竹 ■

イタイイタイお研究の交

頼野  昇 (1 9 1 5～1 9 9 0 1

西"(4,有 抑  中 Aほ 疎,■ C i!Ⅲ ⅢIIⅢ町)
なおのanFめ 車にとまれる 0択 ほIH大学(■ 0択 大ヤ区
,ほ )で,短 草をH成 田莉tF.●て1日か 4,■  日 ■■,
■“り,ttと なる F3年 1明 には■4m口 “(1日か
“寓し 々 Ⅲの「■,申 的 を確ぐ ,い 0■ みを言えこⅢ
“,女にり0● がR■ ●夕いりに電日々41ち H四 セ市宮
法VjI●1に政,■■ 8m11年 て1尊0 イ タイイタイht●
コて,と したF4そ潜す0 そ りrL 打ぃ■ⅢⅢl大,aFや
占口査市〔々にiう との大tt,力 により ,,14Ⅲ ⅢⅢほ
東所りに水“1リカドミウムによる,張 に,セ 庁たした ■
“じこれを出わ 公書■と'=

イタイイタイ■本コでじ 医 毎り,円 力,4"り ■ヽり
次■をとました
イタイイタイ々 恕章り活臼に忠,い に4く し は ■めヽう
0,Ⅲ  磁 /rの■を受けた ,度 ″iて,印Do,1 夕 くの
人にHHしま■つつ章4車 卓“イであつた

奥つ張りで無双を崎oた名m

太刀山臣右衝向 (lW… 1941)

大フⅢⅢことセ本,Xい は 阿 市】0年(1")o"15Ⅲ  Ⅲ
nIャ ‖“(Ht 言 山市Hf〉 り本町をfe,を 本=リ メ明と
して,怠“こ
W h29年 (1酎 )が め由兵ととのとさ す ビHけ たⅢ
いとlt方"f日 ■となつ'と 長査ヨ既うのBを おtす■よら
引,“,,(1鱒 〕 IH細 電に入PL哺 “ 4101立 “L
Ftちなみ ま た「■EILて,た ちやま)Jにコllというはいを
もうて 「大刀山!と0こ されな
切高コ年(lH●10■ を F● ,Ⅲ し 切 14て ,,印 静
If(lgr)1月 大氏 ■年 ||● ■●■切rB 01古 車“
(1苺 】5月 小 ヽ芝IJ4え 口Bt,こ 印拍Ⅲ●(1印"
5" 切 めてい■■高■に,rtす こことヵをPtet HI
Ⅲり●ⅢめEe■ ● =西 ")r肛 まれたため 大 田碑を
どて“年を日した
0指 44■(1口, ■ 2代 H■ ■平工 ,大 田つH所 Ⅲ2
“したが そ り機,超 まてりa ttll●o廠(“範 aに め丙′
出報 E64W機 の崎水Ⅲlほ 大 i6年 り大Ⅲは〉し力してい
'い  大 "昭 JE窪 り鳴露となう ヨ 草J"″ る 0青 “
ロセ田■ 41才 であった 昭 tt 16″“041)4コ OⅢ 芭 4
,付細才tあ つI_生 夕近くの■お0(感 を
,1羽小学“の細観,r大 力山立4J と  な 線の青llによ
うⅢにせhた ものである

日本的なモダニズムを開花させたとおほ

育日 競庫 〔1麟～1藍ゆ
申古″●(1卸 )|"10口  “ 出市と,,(理  Ⅲ 8H)で
4■ 車 "便 ■ti3五 章=リ ニ要として■まれた 大 Ⅲt
4'て 10い)と E4を 国章し,京 市口大字へおた,こ 人に
0年 6010 J■ リヨE■ とを日■年ヨに大4● 1代り貨
Brrあ ったとこ産 ,わ " 口 ■0と “ヽtり 賞“りⅢ■
■"t裏 "う 0本 の上rを 表までを,究 しいくし Ⅲ Ⅲや
,お  0的 tお o球 合麹 rぉ申コ に ■加 1した.
(イ =ズ ムt車 りEヱ フ"― 夕 ,ウ ト"に 日したに4
Ⅲ大rtⅢ 6331】は 4● Apな し連 えHあ Fiり外Ⅲ に
とにでないとこらは全て票り大せなをというH●|●しいン
ンツルで大口1とユ‖ておった そ れは ヨーロッ′ヽりt″
■ズムと察リレ●を費,お 打ちt ● ●tてCな い"18で ■
t ■ 的な,切 り理代CF(よ ほヨンクリート江)としてロ
“r4t辞■さ41ている
口,■ 追●●● Fl本 大学で■なり■ば〔肖たり ■ 臨
叡iア町柏=ヽ などを手題,る など4題 を,本 に環)に 中【′
町“レ8年“町4)にはFt本妊壊掌査■を費“した 町 Ⅲ口11'
て1酎0「Ⅲ水“にll凡な姉 をいっばいとてだよ」と‖り
02イの“IIlを印した

も

‐

く617)



→,″ i!才'!,■',!"ヤ ■→,, ,→ ,,

1  自 蕉への票峠や聞いの身を自てるこ

■ と をわらしヽ 子ともたちが自孫雰の不

ヽ 日 まを爆影したS員 の震覧ヨです =

ど 年 は小害ほ63ほから西1台の5身 があ

| り ました 子 ともたちの新望なさ草て

F と らえたに品は 大 人の写真とはまた

ゴ 違つたtfわいがあります

子ネ′●■“i “ヽイ“■“←イム““

れたば1■,り , ,ヽ ■ '12ユ |

ⅢⅢ大″ ,け |(4そ「| カメラの力(C■ )

●くのあ0わイあ 1141 すつくウ |ビ ンのこおりに 1241

tミ め(生まれたよ 1 19■ ) JJ'イ モ,つ 十Эti ″めて,た ライエJ,(4■ )

いうす●T=ヽ 154)
幸
あたなttち |ヽ わ i夕 (じ■) ヽコ |こっち■,て `' 16年 )

ⅢⅢ ⅢⅢⅢ■に と ,ホ的にな折する ,どもたち■と

て`を く■しくなりよした こ "た t ll な々ことに

‖いに  Ⅲ 'すの申‖| 口「[や徒ルをどヽに'い てい

(ととを的ヤ|し二■

| ヽ


